
番妬
場ば

遺
跡

新
潟

。

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
大
字
小
木
字
番
場

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
四
月
、　
一
九
八
五
年
五
月
ｉ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
潟
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
坂
井
秀
弥

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
中
期

・
鎌
倉
時
代
を
江
戸
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

番
場
遺
跡
は
信
濃
川
の
小
支
流
で
あ
る
島
崎
川
の
谷
に
位
置
し
、
背
後
に
低

い
丘
陵
を
ひ
か
え
る
。
標
高
約
四
〇
ｍ
で
あ
る
。
丘
陵
裏
手
す
ぐ
に
は
小
木
ノ

城
下
と
考
え
ら
れ
る
小
木
の
集

一＼
塾
ヽ
櫂
４
Ｓ
一翠
　
　
落

（字
「
客
ア
し
が
あ
り
、
そ

の
要
害
小
木
ノ
城
と
は
約
三
ｋｍ

離
れ
て
い
る
。

調
査
は
国
道

一
一
六
号
出
雲

崎
バ
イ
パ
ス
の
建
設
に
伴
い
、

一
九
八
四
年
四
月
に
確
認
調
査

（当
遺
跡
の
発
見
）、
翌
年
五
月

ぞ
八
月

に
本
調
査

（約
四
四
〇

０
２じ

が
実
施
さ
れ
た
。

遺
跡
は
平
安
時
代
中
期
の
鍛
冶
工
房
、
鎌
倉
時
代

。
南
北
朝
時
代
を
中
心
と

す
る
屋
敷
跡

・
水
田
跡
で
、
後
者
が
主
体
を
な
す
。
木
簡
も
こ
の
時
期
の
も
の

で
あ
る
。
屋
敷
跡
の
中
心
を
な
す
の
は
、
斜
面
を
削
平
し
て
建
て
ら
れ
た
四
間

×
六
間
の
四
面
廂
を
も
つ
総
柱
の
掘
立
柱
建
物
で
、
こ
の
ほ
か
に
掘
立
柱
建
物

数
棟
、
井
戸
数
基
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
有
力
者
層
の
屋
敷
を
形
成
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
屋
敷
に
接
し
た
低
い
部
分
に
水
田
跡
が
あ
り
、
そ
の
上
手
に
水

田
の
用
水
源
と
み
ら
れ
る
横
井
戸
が
存
在
す
る
。
木
簡
は
横
井
戸
周
辺
か
ら
二

点
、
水
田
跡
縁
辺
か
ら
二
点
出
上
し
た
が
、
文
字
が
判
読
で
き
る
の
は
横
井
戸

周
辺
の
一
点
の
み
で
あ
る
。

８
　
木
衛
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「（符
篠
）急
く
如
律
令
」

牌
μ
ヽ

×

］
∞
×

∞
　
　
〇
枷
μ

（
坂
井
秀
方
）

(出雲崎)

あう
ヘー ム




